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電磁界情報センター
平成23年度業務実績の概要

電磁界情報センター

3/06/2012

1.情報収集・調査

1-1.電磁界関連情報（1次情報）の収集

• 新聞記事検索会社、コンサルタント会社等への委託契約による情報収集。
および職員による市民団体機関誌購読、イベント参加などによる情報収集
（報道記事約110件、研究動向約400件、社会動向約150件収集）。

1-2. 1次情報の詳細調査

• 職員、コンサルタント会社、海外駐在邦人や現地コンサルタント等による文
献調査、関係者インタビュー、現地調査。

（実績）

 高周波IARC公表への各機関コメント関係（6月10日HP掲載）

 デンマーク400kV送電線接続に関する環境影響評価報告書

 ドイツ連邦放射線防護委員会報告書

 ノルウェー政府／高圧線からの電磁界に関するパンフレット

 スイス／業務用電磁調理器からの磁界ばく露調査

 英国SAGE第2回中間報告書

 米国カリフォルニア州におけるスマートメーター電磁界問題の現状

平成23年度情報調査業務の概要（1/3）

電磁界情報センター1
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2-2.報道等の内容精査

• 補足が必要と思われる以下の記事について、内容を精査し解説をホームペー
ジ上で公表し、記事を掲載した読売新聞社に意見書を提出した。

（実績）

• 2011年9月13日および14日：読売新聞「医療ルネサンスNo.5162・5163増える
環境過敏症」

平成23年度情報調査業務の概要（2/3）

2.情報整理・評価

2-1.電磁界データベースの整備（詳細別ページ）

• 学術論文や社会動向情報の公開2,619件（累計4,092件）。

2

電磁界情報センター

平成23年度情報調査業務の概要（3/3）

3.磁界レベルに関する調査
• 磁界測定プロジェクトチームで検討および実施（詳細別ページ）
(1) 太陽光発電システム (2) 自動車

4.「電磁過敏症」問い合わせ対応方法の検討
• 問合せ内容の分析（詳細別ページ）

平成23年度における電磁過敏症（電磁波攻撃）の問合せについて分析

2-3. 研究論文の個別評価

• 以下論文に関し、Rapid Response Groupを活用して迅速に論文評価を公表した
• 2011年8月1日公表：「Maternal exposure to magnetic fields during pregnancy 

in relation to the risk of asthma in offspring（母親の妊娠中の磁界へのばく露と

子供の喘息のリスクとの関連）」に対して、「喘息」という目新しさでの社会的反響を
考慮してRRG（今回は、レパコリ委員長と他２名）による専門評価を実施

＜評価結果＞
・ 評価の主な内容は「偶然による関連の可能性」につながる多々の問題点

の指摘があった。（その後の学術誌レターでの質疑応答でも、評価結果と
同じ内容が確認された）

3
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1.情報提供ツールの整備

1-1.ホームページ
• 最新情報の随時提供（3/6現在：更新回数63回）。
• WHOから国際電磁界プロジェクトのホームページを日本語訳する承諾を得

て、JEICホームページに追加掲載した。
• 見やすさ向上のためホームページのリニューアル作業中。

（詳細別ページ）

1-2.パンフレット（詳細別ページ）
• 電磁界問題についてパンフレット〔基本編〕よりも詳しい内容を知りたい方を

対象に、キーワードを解説した電磁界パンフレット〔解説編〕を作成中。

1-3.ニュースレター・メールマガジンの発行
• ２ヶ月に１回ニュースレターを発行（通算１９号発行）。
• 国際非電離放射線防護委員会が一昨年11月に公表した新ICNIRPガイドラ

インや、国際がん研究機関が昨年5月に公表した無線周波電磁界2B評価
の解説資料などを掲載した。

1-４.難解な用語・概念への対応
• パンフレット〔解説編〕の作成で用語解説も兼ねた。

平成23年度情報提供業務の概要（1/3）

電磁界情報センター4

2.双方向コミュニケーションの実践

2-1.問い合わせ対応（詳細別ページ）

• 職員研修により電磁界の専門性とリスクコミュニケーション能力向上を図っ
た。

• 問い合わせ対応支援システム（SAVVY/EWAPシステム）活用による電話対
応レベルの標準化を図った。

• マスメディアなどからの取材要請に積極的に対応した（19件）。

2-2. 電磁波セミナーの開催（詳細別ページ）

• 全国10箇所で開催。

2-3.電磁界フォーラムの開催（詳細別ページ）

• 第５回、第６回フォーラムを開催。

2-4.階層別啓発活動の検討と実施（詳細別ページ）

• 報道関係者へブリーフィングを実施。

• 「教育現場における電磁界の知識啓発検討会」を開催。

2-5.要請による電磁界説明会（詳細別ページ）

• 教育関係者、自治体関係者、事業者、各種団体への電磁界説明を実施。

平成23年度情報提供業務の概要（2/3）

電磁界情報センター5
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3.リスクコミュニケーション促進活動

3-1.情報の送り手を対象としたリスクコミュニケーション研修の実施

• 事業者幹部を対象としたリスクコミュニケーション講演会を実施した。

3-2.リスクコミュニケーション事例調査・手法検討

• 海外電気事業者のスマートメーター事業に伴うコミュニケーション事例調査を
実施。

3-3.電磁界に関する市民の認知度調査

• 電磁界に関する市民の認知度の変化に対する電磁界情報センター事業の
介入効果などを調査する委託研究契約を関西大学（土田教授）と結んだ。

• 委託期間は平成24年3月～（3ヶ年）

3-4.磁界測定器リスク・コミュニケーション効果検証調査

• リスコミ効果の検証を目的に、試験的に低周波磁界測定器の貸出しを
平成24年1月から開始した。

• 3月6日現在、6名に貸出し。

• アンケート分析等は今後実施予定。

平成23年度情報提供業務の概要（3/3）

電磁界情報センター6

１.賛助会員の獲得

1-1.新規賛助会員募集

• 新規会員31件（2号会員0件、3号会員31件）の入会を得た。

• 総会員数は1号会員1件、2号会員13件、3号会員72件

２.各種委員会の開催

2-1.運営委員会事務取り扱いの維持

• 運営委員会2回（平成23年6月24日・平成24年3月6日）実施。

３．規程類の検討・整備

• 「電磁界情報センター情報提供業務の手引き」など、業務マニュアル12件を
整備した。

４．業務効率化

• 事務所賃借料など固定費、管理費の削減に努めた。

５．センター内教育の企画・実施

• 新規出向職員への導入教育の実施（4名）

• 事業者向けリスコミ講演会での聴講（6名）

• 外部リスコミ講演会聴講（1名）

平成23年度管理業務の概要

電磁界情報センター7
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電磁界情報センター

1.電磁界データベースの整備

2.磁界測定プロジェクトチーム

3.パンフレット〔解説編〕の作成

4.問い合わせ対応

5.ホームページのリニューアル

6.電磁波セミナーの開催

7.電磁界フォーラムの開催

8.階層別啓発活動の検討と実施

詳 細 説 明

8

1.電磁界データベースの整備(1/2)

〔データの分類〕 ←健康影響に関わるデータを優先的に収集

• 学術論文：直流、低周波、高周波、ミリ波・テラヘルツ波、リスク科学、その他

• 一般文書：学術書籍、規制・ガイドライン、会報・パンフレット、官公庁、その他

登録件数
学術

論文

学術

書籍

規制・

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

会報・

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ
官公庁 その他 合計

平成23年3月

時点
1,331 2 46 6 77 11 1,473

平成24年2月

時点
3,946 2 47 6 79 12 4,092

〔実施内容〕

• 学術論文や社会動向情報の公開

平成24年2月現在、4,092件のデータを公開。また、論文、文書の概要
を作成し公開。

電磁界情報センター9
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1.電磁界データベースの整備(2/2)

現在のデータベース検索（登録）画面

電磁界情報センター10

〔実施内容〕

データベースの再構築（作業中・・・４月運用開始予定）

・ ランニングコストの削減 ：管理会社の変更

・ データベース国際化、利便性向上 ：データベースの英語対応

2.磁界測定プロジェクトチーム(1/3)

〔背景〕

• 新たに普及しつつある技術（太陽電池、電気自動車、LED電球など）の
磁界レベルに関する問い合わせが増加傾向にある。(平成21年度4件,平
成22年度4件,平成23年度18件)

• 磁界発生源によっては、測定結果が公表済みでも測定方法が曖昧なもの、
未公表なものがある。多様な問い合わせに対処するため、独自に磁界測
定あるいは評価を実施しておく必要がある。

〔目的〕

• 発生源からの磁界を正しく測定し、その結果をわかりやすく公表する。

〔体制〕

• 磁界測定に造詣の深い外部専門家（伊坂先生：徳島大学名誉教授）を含
めたプロジェクトチームにて実施した。

電磁界情報センター11
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2.磁界測定プロジェクトチーム(2/3)

学会での発表

○ 電気学会 基礎・材料・共通部門大会

○ 日本磁気科学会年会

その他

○ JEIC NEWS ・ JET Report に掲載

○ 問合せ対応時に活用

電気学会 発表原稿

電磁界情報センター12

〔実績１〕

太陽光発電システムからの磁界測定結果の公開

2.磁界測定プロジェクトチーム(3/3)

電気自動車からの磁界測定

○ 電気自動車・ハイブリッド車・ガソリン車

○ 車内（運転席・助手席・後部座席）・車外

○ アイドリング時、走行時（徐行、40km/h、80km/h、加減速時）

測定の概要
平成24年3月末
までの実施予定

電磁界情報センター13

〔実績２〕

自動車研究に精通した機関の協力のもと実施
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〔目的〕

個人のニーズ（関心領域・知識レベル）に

的確に対応した情報提供を行えるよう、

電磁界に関連したキーワードを解説した

パンフレット〔解説編〕を作成する

〔活用方法〕

• 電話やセミナー等での質問対応資

料に用いる。

• セミナーにて会場での閲覧用に展示

する。

• ホームページからダウンロードを可

能にする。

3.パンフレット〔解説編〕の作成(1/2)

14

カテゴリー領域 項目数

電気工学 22

研究 11

リスク評価 15

リスク管理 7

リスクコミュニケー
ション

1

国際機関 2

電磁干渉 2

電磁界情報センター

3.パンフレット〔解説編〕の作成(2/2)
〔作成例〕測定器に関する解説

15



9

資料 運営9-4

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

１
１

月
１

２
月

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月
４

月
５

月
６

月
７

月
８

月
９

月
１

０
月

１
１

月
１

２
月

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月

件数
問い合わせ件数（電話・メール）の推移

〔平成20年11月～平成24年2月〕

16 電磁界情報センター

4.問い合わせ(1/5)

年度 件数

21年度 321

22年度 643

23年度 667

平成21年度 平成22年度 平成23年度平成20年度

電磁界情報センター

周波数別問合せの割合

4.問い合わせ(2/5)

17

低周波

34%

高周波

28%

中間周波

9%

その他

29%
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内容別問合せの割合
（平成23年度）

4.問い合わせ(3/5)

18

電力設備
17%

家電製品
9%

過敏症
9%

携帯電話
7%

携帯電話基地局
6%

電磁波攻撃
6%

ＩＨ
4%規制関連

4%

磁界測定
4%

防護ｸﾞｯｽﾞ
3%

電磁界情報ｾﾝﾀ

ｰ

3%

無線LAN
2%

磁界低減対策
2%

家屋土地の購入
2%

ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ
1%

その他
20%

（１）問合せ件数 ： 148件
• 全問合せ件数（643件）に占める割合 23%（148/643件）
• このうち、繰り返しの問合せ件数 60%（89/148件）

（２）問合せ者の階層
• 女性 78%（116/148件） （全問合せにおける女性の割合55%）
• このうち50歳代以上（推定） 67%（78/116件）

（３）問合せの対応時間 4,236分＝70時間
• 全問合せ（11,227分）に占める割合 38%（4,236/11,227分）
• １件平均の問合せ時間 31分（最長150分、他の平均14分）

（４）影響を受けていると考えている発生源

携帯電話基地局等の無線周波電磁界（電波）やＩＨ調理器等の電化製
品、電車や自動車を多く挙げている。

4.問い合わせ(4/5)

〔3.電磁過敏症（電磁波攻撃）の問合せ分析〕

電磁界情報センター19
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メディア 回数 主な取材元

テレビ ６回
フジテレビ、テレビ朝日、日本テレビ、
読売テレビ、ＫＢＳ(韓国）

新聞 ７回
読売新聞、朝日新聞、毎日新聞、東京新聞、
日本経済新聞

週刊・月刊誌 ３回 週刊朝日、東洋経済新報社、月刊EMC

その他 ３回 中学校、高等学校

平成23年6月6日 テレビ朝日 平成24年2月9日 KBS (電磁波セミナーに於いて)

4.問い合わせ(5/5)

〔取材対応〕

20

電磁界情報センター

5.ホームページのリニューアル

私たちは、

電磁界に関する科学的な情報をわかりやすく提供し、
ご質問にお答えします。

電磁波って、
体にどんな影響が

あるの？

変電所・送電線 ＴＶ・ドライヤー・掃除機 ＩＨ・電子レンジ 携帯電話 鉄道・新幹線

① ① 上段表示のコンパクト化

② コンテンツメニューの改善

②

③ 文字コードを変換（海外閲覧対応）

現状の課題 主な改善(案)

最新情報などの表示が隠れてしまう最新情報などの表示が隠れてしまう

階
層
が
深
く
探
し
づ
ら
い

海外では
日本語が文字化け

③

主な内容は以下のとおり。3月末に運用開始予定。

21

ポインタをボタンの
上に移動すると、詳
細項目が自動表示
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6.電磁波セミナー（初級者向け説明会）の開催

〔H23年度実績〕

о日本全国で合計10回 ※（残り秋田）

о接遇態度やコミュニケーション能力等を第三者から評価を実施

開催月 開催都市 参加者数 開催月 開催都市 参加者数

4月 豊橋 49名 8月 函館 16名

5月
高知 (12日) 49名 10月 大分 16名

福井 (31日) 72名 1月 沖縄 49名

6月 大津 36名 2月 川崎 67名

7月 倉敷 29名 3月 秋田 募集中

合 計 383名電磁波セミナー

22

心配している電磁波の発生源

電磁界情報センター

電磁界セミナーのアンケート結果（1/5）

51.3

48.3

40.9

40.1

34.5

32.5

21.7

18.9

5.4

1.5

50.9

47.3

42.0

39.1

34.3

32.2

19.2

20.7

4.4

0% 50% 100%

携帯電話

電子レンジ

ＩＨ（電磁調理器）

送電線・配電線・変電所など

家電製品

パソコン

携帯電話基地局

特に心配していない

その他

無回答

あなたは、日ごろ電磁波の発生源として、次のものを心配していますか。

累計(n=1709)

H23全件(n=338)

23

※参加者383名の88％
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電磁界情報センターの印象

電磁界情報センター

Q: 電磁界情報センターにどのような印象を持っていますか（持ちましたか)

15.7

22.8

42.3

53.6

2.1

4.7

0.9

0.6

35.8

13.0

3.3

5.3

0% 50% 100%

セミナー開始前

セミナー終了後

①信頼できる組織である

18.3％

UP

20.7

29.0

49.7

55.9

1.2

3.0

0.3

0.6

24.3

6.2

3.8

5.3

0% 50% 100%

セミナー開始前

セミナー終了後

②専門性のある組織である

非常にそう思う そう思う そう思わない 全くそう思わない わからない 無回答

14.5％

UP

電磁界セミナーのアンケート結果（2/5）

24

16.3

24.0

41.1

50.9

2.1

5.0

1.2

1.2

34.9

13.0

4.4

5.9

0% 50% 100%

セミナー開始前

セミナー終了後

③公正・中立な立場で情報提供している

電磁界情報センターの印象

電磁界情報センター

Q: 電磁界情報センターにどのような印象を持っていますか（持ちましたか)

17.5％

UP

12.4

21.6

41.4

54.4

5.0

5.3

1.2

1.5

35.5

11.2

4.4

5.9

0% 50% 100%

セミナー開始前

セミナー終了後

④市民とのコミュニケーションを大事にしている

非常にそう思う そう思う そう思わない 全くそう思わない わからない 無回答

22.2％

UP

電磁界セミナーのアンケート結果（3/5）

25
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全体満足度

電磁界情報センター

18.0 66.0 13.0 0.3

0% 50% 100%

今回ご参加いただいて、全体として満足いただけましたか。

非常に満足できた 満足できた 満足できなかった 全く満足できなかった

心配度の変化（セミナー前後）

17.5

7.1

34.0

34.3

7.7

5.6

24.3

28.7

13.9

21.0

0% 50% 100%

セミナー開始前

セミナー終了後

電磁波の健康影響についてどのように感じますか。

非常に心配 心配 わからない 心配でない 全く心配でない

12.2％

DOWN

電磁界セミナーのアンケート結果（4/5）

26

「セミナー満足度」と「電磁波の心配度（セミナー終了後）」の関係

電磁界情報センター

非常に
心配

心配
わから
ない

心配で
ない

全く心配
でない

無回答 計

全く満足
できなかった 1 0 0 0 0 0

45
満足

できなかった 5 27 4 1 6 1

満足できた 11 67 14 76 46 9
284

非常に満足
できた 7 16 0 19 19 0

無回答 0 6 1 1 0 1 9
計 159 168 11 338

満

足

度

心 配 度

電磁界セミナーのアンケート結果（5/5）

27
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電磁界情報センター

7.電磁界フォーラム（中級者向け討論会）の開催

〔H23年度実績〕 電磁界フォーラムを2回開催（東京、大阪の2会場）

開催回 テーマ 講演者
参加者

数

第5回
（9月,10月）

小児白血病！こ
れからの研究を
どうするか

大阪市立総合医療センター 副院長 原 純一 氏
東京女子医科大学 教授 山口 直人 氏
電力中央研究所 上席研究員 中園 聡 氏
電磁界情報センター職員

115名

第6回
（3月）
予定

電磁界とプレ
コーショナリ原則
(Precautionary 
Principle)

(株)野村総合研究所 長田 徹 氏

電磁界情報センター職員

募集
中

 第5回フォーラムでの議論を受け、今後の小
児白血病研究に関する政策提言を予定

 第5回より講演要旨を、ニュースレター（JEIC 
NEWS）に掲載

28

電磁界情報センター

〔活動趣旨〕
• 対象の関心にあわせた講演会・説明会を開催し、特定の課題解決や業務等へ

活用頂くことを目指す。

〔H23年度の活動実績〕
（１）報道関係者

• 電磁過敏症に関する誤解を招く報道があったため、10月に記者ブリーフィン
グ開催 。

（２）教育関係者

• 児童や保護者に対する正しい電磁界情報の普及を目的とした、「教育現場にお
ける電磁界の知識啓発検討会」の活動を実施。（詳細次ページ）

（３）自治体関係者

• 環境衛生担当職員を対象とした講演会実施に向けて、東京都と打合せを実施。

（４）医療関係者

• 医療関係者が参加する学会における講演会を模索したが、実績はなし。

（５）個別要請による講師派遣

• 各種団体からの要請により講師派遣を行った。
（教育関係1件、自治体関係4件、事業者3件、各種団体2件 ：合計10件）

8.階層別啓発活動の検討と実施（1/2）

29
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（２）教育関係者

「教育現場における電磁界の知識啓発検討会」

• 学校教職員が電磁波の健康影響につ
いて正しく理解し、児童・生徒や保護
者らにわかりやすく伝達できるように
冊子を作成中。
• 今後は、学校保健関連の大会や学会で
講演するなど、活動を拡大する予定。

議 長 衞 藤 隆 日本子ども家庭総合研究所 副所長

委 員
(50音順)

石 川 哲 也 神戸大学 名誉教授

蝦 名 玲 子 (資)グローバルヘルスコミュニケーションズ 代表

大久保 千代次 (財)電気安全環境研究所 電磁界情報センター 所長

竹 下 君 枝 東京都立新宿山吹高等学校 主幹教諭

並 木 茂 夫 (財)日本学校保健会事務局 次長

弓 倉 整 弓倉医院 院長

事 務 局 (財)電気安全環境研究所 電磁界情報センター

8.階層別啓発活動の検討と実施（2/2）

電磁界情報センター30


